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元
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石
川
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重
工
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株
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会
社
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬉
　
昌
夫（
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
国
一
九
九
五
年
ま
で
在
住
）

一
、ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
以
前
の
ツ
ラ
ギ
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
軍
が
ツ
ラ
ギ
地
区
に
上
陸
し
た
一
九
四
二
年
五
月
以
前
の
ツ
ラ
ギ
地
区
は
、ツ
ラ
ギ
島
、ガ
ブ
ツ

島
、タ
ナ
ン
ボ
コ
島
、マ
カ
ン
ボ
島
の
四
島
が
一
体
と
な
っ
た
形
で
貿
易
港
を
形
成
し
て
い
た
。

　
当
時
、ツ
ラ
ギ
島（
長
さ
約
三
キ
ロ
、幅
約
〇
・
八
キ
ロ
）が
イ
ギ
リ
ス
総
督
府
の
所
在
地
で
、ソ
ロ
モ
ン
群

島
の
政
治
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。小
高
い
緑
に
囲
ま
れ
た
丘
の
上
に
は
、赤
色
屋
根
の
白
亜
の
政
庁

舎
や
政
府
高
官
の
家
屋
と
、島
民
家
屋
が
建
ち
並
び
、非
常
に
美
し
い
眺
め
だ
っ
た
。島
の
北
東
に
あ
る

港（
現
在
の
国
営
造
船
所
第
二
工
場
）に
は
三
〇
〇
〇
ト
ン
ク
ラ
ス
の
船
の
接
岸
が
可
能
な
桟
橋
、事
務

所
、倉
庫
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。南
東
地
区
に
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
、小
ゴ
ル
フ
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、病

院
、住
民
の
居
住
区
、刑
務
所
な
ど
が
あ
り
、島
の
北
側
に
は
中
国
人
居
住
区
も
あ
っ
た
。ま
た
、ガ
ブ
ツ

島
、タ
ナ
ン
ボ
コ
島
、マ
カ
ン
ボ
島
、（
各
々
長
さ
二
〜
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
小

島
）に
は
、貿
易
会
社
の
事
務
所
、倉
庫
、住
宅
等
が
あ
っ
て
小
さ
な
町
を
形
成
し
て
い
た
。

　
一
九
三
一
年
当
時
の
人
口
は
、ソ
ロ
モ
ン
群
島
全
体
で
約
九
万
四
七
〇
〇
人
。う
ち
ツ
ラ
ギ
島
は
隣
接

す
る
フ
ロ
リ
ダ
島
を
含
め
て
約
五
五
〇
〇
人
、ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
は
約
一
万
四
四
〇
〇
人
。ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル
島
の
原
住
民
は
、支
庁
舎
の
あ
っ
た
ア
オ
ラ
地
区
に
多
く
住
ん
で
お
り
、戦
闘
の
中
心
と
な
っ
た
ル
ン
ガ

地
区
か
ら
約
五
〇
キ
ロ
東
に
離
れ
て
い
た
。ま
た
ツ
ラ
ギ
島
に
は
欧
州
人
が
約
一
〇
〇
人
、中
国
人
が
約

一
八
〇
人
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
ツ
ラ
ギ
港
は
天
然
の
良
港
で
水
深
も
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
深
く
、周
り
を
島
に
囲
ま
れ
て
波
静
か
な
内

海
を
形
成
し
て
お
り
、ツ
ラ
ギ
島
と
ガ
ブ
ツ
島
に
は
三
〇
〇
〇
ト
ン
ク
ラ
ス
ま
で
の
船
が
出
入
り
し
て
い

た
。当
時
の
主
産
物
は
コ
コ
ナ
ツ
椰
子
で
、年
間
約
一
万
ト
ン
産
出
さ
れ
た
と
の
記
録
も
あ
る
。

二
、ツ
ラ
ギ
地
区
、米
軍
上
陸
時
の
戦
闘
経
過

　
一
九
四
二
年
八
月
、呉
の
海
軍
陸
戦
隊
約
四
〇
〇
人
及
び
設
営
隊
約
七
〇
人
の
日
本
軍
が
ツ
ラ
ギ
島

に
上
陸
し
、ガ
ブ
ツ
島
、タ
ナ
ン
ボ
コ
島
に
は
、横
浜
海
軍
航
空
部
隊
約
四
〇
〇
人
と
呉
の
海
軍
陸
戦
隊



の
一
部
約
五
〇
人
が
上
陸
防
備
し
て
い
た
。こ
こ
は
日
本
軍
の
最
南
端
基
地
で
あ
っ
た
。八
月
七
、八
日
の

二
日
間
の
戦
闘
で
日
本
軍
は
玉
砕
し
た
が
、当
時
の
戦
闘
の
日
本
側
の
記
録
は
、現
在
防
衛
研
究
所
図
書

館
に
わ
ず
か
に
残
る
の
み
で
あ
る
。そ
こ
で
、米
軍
の
記
録
と
現
地
調
査
を
も
と
に
し
て
戦
闘
の
概
要
を

推
測
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
八
月
七
日
午
前
八
時
、米
軍
は
ツ
ラ
ギ
島
の
南
西
地
区
に
上
陸
を
開
始
し
た
。同
時
に
ツ
ラ
ギ
島
の
南

側
の
上
陸
予
定
海
岸
丘（
米
側
呼
称
二
〇
四
高
地
）付
近
に
約
一
七
〇
〇
発
の
艦
砲
射
撃
を
行
っ
た
。当

時
の
日
本
軍
陣
地
は
、島
の
東
側
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
の
後
ろ
の
丘
二
八
一
高
地
が
中
心
で
、米
軍
上
陸
地

点
は
無
防
備
の
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
い
。上
陸
し
た
米
軍
は
三
手
に
分
か
れ
、一
隊
は
島
の
南
側
海
岸
ぞ

い
に
東
を
目
指
し
、一
隊
は
島
を
横
断
し
て
島
の
北
側
セ
エ
サ
ア
ペ
地
区
に
出
て
北
側
海
岸
ぞ
い
に
東
を

目
指
し
た
。残
り
は
島
の
中
央
部
分
の
山
の
稜
線
ぞ
い
に
東
に
向
か
っ
た
、と
資
料
に
は
残
っ
て
い
る
が
、

現
地
を
見
る
か
ぎ
り
中
央
部
の
山
は
切
り
立
っ
た
石
炭
岩
の
険
し
い
山
並
み
な
の
で
、結
局
島
の
南
側
と

北
側
か
ら
東
を
目
指
し
、中
央
部
の
山
に
入
り
、攻
撃
し
た
。

　
七
日
昼
間
の
日
本
軍
の
反
撃
は
散
発
的
で
、本
格
的
な
反
撃
は
そ
の
夜
か
ら
行
わ
れ
た
。米
軍
の
中
央

隊
に
対
し
夜
襲
を
敢
行
し
、果
敢
な
攻
撃
は
一
時
米
軍
を
押
し
返
し
、司
令
部
付
近
ま
で
迫
っ
て
い
る
。

米
軍
は
そ
の
夜
ゴ
ル
フ
場
付
近
に
展
開
し
、狐
孔（
タ
コ
ツ
ボ
の
こ
と
）を
掘
り
、一
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。

だ
が
、八
日
の
日
の
出
と
共
に
主
に
南
側
海
岸
ぞ
い
と
北
側
海
岸
ぞ
い
か
ら
日
本
軍
を
圧
迫
し
、最
後
は

二
八
一
高
地
の
洞
窟
に
立
て
籠
も
っ
て
い
る
日
本
軍
と
激
戦
を
行
っ
て
い
る
。八
日
夕
方
に
は
ほ
ぼ
激
戦

は
終
わ
っ
た
が
、日
本
軍
の
激
し
い
反
撃
で
米
軍
の
戦
死
者
は
一
〇
〇
名
以
上
に
も
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。

日
本
軍
は
全
員
玉
砕
で
あ
っ
た
。（
米
軍
側
資
料
に
よ
る
と
日
本
軍
の
捕
虜
一
〇
名
と
の
記
述
も
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

次
回
は
八
月
二
十
四
日（
火
）の
予
定


